
名桜大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程 

（平成１８年２月２３日制定） 

 

（設置） 

第１条 名桜大学（以下「本学」という。）に、名桜大学ファカルティ・ディベロップ

メント委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（目的） 

第２条 委員会は、ファカルティ・ディベロップメント（本学及び本学の教員が、教

育の質的向上を図るために組織的に取り組む活動をいう。以下「ＦＤ」という。）を

推進することを目的とする。 

（審議事項） 

第３条 委員会は、次の事項を審議する。 

 (1)  ＦＤ推進のための企画及び実施に関すること。 

 (2)  ＦＤに係る調査及び研究に関すること。 

 (3)  ＦＤに関する報告書等の作成に関すること。 

 (4) 授業評価に関すること。 

 (5)  その他ＦＤに関すること。 

（組織） 

第４条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。 

 (1)  全学教務委員長 

 (2)  国際学群教務委員会委員長 

 (3)  人間健康学部教務委員会委員長 

 (4) リベラルアーツ機構長 

 (5)  各学系又は各学科から選出された１人ないし２人の教員 

 (6)  その他学長が必要と認めた者 若干人 

（任期） 

第５条 前条の委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、委員に欠員が生じ

た場合の後任の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長） 

第６条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代行する。 

（議事） 

第７条 委員会は、委員の半数以上の出席がなければ会議を開くことができない。 

２ 議決を要する事項については、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のとき

は、議長の決するところによる。 

（意見の聴取） 

第８条 委員長が必要と認めたときは、委員会に委員以外の者を出席させ、意見を聴

取することができる。 



（部会等） 

第９条 委員会は、必要に応じて部会等を置くことができる。 

（庶務） 

第１０条 委員会の庶務は、教務課において処理する。 

（補則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営等に関し必要な事項は、委員

会が定める。 

（改廃） 

第１２条 この規程の改廃は、教育研究審議会の議を経て学長が定める。 

 

 

附 則 

この規程は、平成１８年２月２３日から施行する。 

   附 則 

この規程は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

この規程は、平成１９年１１月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２０年４月９日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則（平成２２年３月１０日） 

この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（平成２２年６月９日） 

この規程は、平成２２年６月１０日から施行する。 

附 則（平成２５年１月２３日） 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則（平成２７年５月２５日） 

 この規程は、平成２７年５月２５日から施行し、平成２７年４月１日から適用する。 

 


